






























3号なにより誇らしく、同時にひどく悲しいのは 2016 年 1 月 21日に亡くなられた玄宜青先生のご遺
稿が掲載されることでしょう。
　玄先生が中国語の兼任講師として初めて法政大学で教鞭を執ったのが 1990 年。それから 6 年






スピーキング倶楽部』（朝日出版社、2000 年）、『中国語教室 Q&A 101』（大修館書店 2000 年）、『新
訂・語法ルール 66　漢語精粋』（朝日出版社、2009 年）、『新訂・リピ トー中国語』（朝日出版社、
2010 年）、『高校版　語法ルール 66』（朝日出版社、2015 年）などが出版されています。こうし
たテキストで中国語のおもしろさや奥深さに目覚めた読者は、年齢を問わず多かったに違いありま
せん。




ンをより滑らかに --  そう願い続けた玄宜青先生のご冥福を、学部メンバー一同お祈りしております。
　玄先生、これまでほんとうにどうもありがとうございました。
